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は、欠損値のあった 1 名を除く 15 名とした。 
方法 
研究デザインは横断研究とした。 
身体活動量の測定は 3 軸加速度計であるオムロン活動量計 HJA-750C Active style 
Pro (OMRON 社製）を用いた｡本機器は、10 秒毎の METs 値（活動強度）と活動を継続し
た活動時間との積で身体活動量を測定することが可能であるが、本研究ではそれらの
データは使用せず、歩数のみを使用した。活動量計の装着部位は、対象者の下衣腰部ベ
ルトとして、入浴や睡眠を除いて 24 時間装着した｡身体活動量の代表値は、連続 1 週間
の身体活動量の平均値とした｡身体活動量に関連すると考えられる因子は、30 秒椅子立
ち上がりテスト（CS-30）、6 分間歩行テスト、運動自己効力感、歩行に関する身体活動




 歩数と CS-30・ 6 分間歩行テストは有意な相関を認めており、相関係数はそれぞれ
0.688、0.694 であった。歩行に関する自己効力感は歩数と有意な相関は認めなかったが、
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